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１．研究計画の概要 
沖積河川における河岸浸食機構は、種々の

要因が営力となって作用するため極めて複
雑である。河道の安定を持続的に維持するに
は、侵食に対して何らかの対策法を適用する
前に河道変動および河岸侵食の将来の変動
特性を知っておく必要がある。バングラデシ
ュでは、ガンジス川、ジャムナ川、ブラマプ
トラ川といった沖積河川の河道安定を図る
ため、水制や護岸といった河岸侵食防止対策
が導入されている。しかしながら、各地でこ
れらの対策工が破壊されたり危険な状態に
なったりしているが、このような破壊現象に
ついては十分な知見が得られているとは言
い難い。 
 そこで，本研究ではこの問題に関してこれ
まで緊密な連携をとって基礎的な研究を実
施してきたメンバーが一致団結して，4 年間
で（１）河道の安定化に関する土砂水理学的
調査研究、（２）河道の安定化に関する対策
方法とその現地適用性の調査研究、（３）河
道の安定化に関する数値シミュレーション
手法の適用性の研究、（４）低コストで最適
な現地適用型河道安定化工法の調査研究、を
実施し、巨大沖積河川の河道安定化に関する
現地適用型対策法を開発し、現地河川でその
効果について調査研究を行うものである。 
 
２．研究の進捗状況 
 過去３年間、研究課題に対してほぼ順調に
成果があがりつつある。（１）河道の安定化
に関する土砂水理学的調査研究については
毎年現地で河道変動を計測・分析するととも

に衛星写真より変動特性を分析し、経年的な
変動特性を明らかにしつつある。（２）河道
の安定化に関する対策方法とその現地適用
性の調査研究については、水理模型実験およ
び現地でのヒアリング等から、河道安定化に
対してバンダル型水制の有効性について知
見を得つつある。ただし、（３）河道の安定
化に関する数値シミュレーション手法の適
用性の研究においては、水理模型実験結果の
再現性にやや課題を残しており、最終年度で
ある本年度にその解決を図る予定である。こ
れらを総合して（４）低コストで最適な現地
適用型河道安定化工法について提案する予
定であり、研究はほぼ順調に進捗していると
いえる。 
 
３．現在までの達成度 
 浮遊砂を伴う水制周りの流れと河床変動
に関し、有限体積法に基づく非構造格子を用
いた数値シミュレーション手法を開発して
いるが、水理模型実験の再現性にやや課題を
残している点、現地計測域における河床変動
の経年変化のデータをほぼ入手し終えたが
その再現計算に取り組む必要があることな
ど、数値シミュレーション手法の開発の達成
度をこの１年間で高める必要がある。 
 さらに、低コストで現地適用型の対策法と
して有力な候補であるバンダル型水制につ
いての現地適用性、すなわち、どこに、どれ
位の数を、いつ配置すればよいか等、より実
践的な検討を加える必要がある。 
 以上より、現在までの達成度を百分率で表
せば 70%程度と推定できる。 



 
４．今後の研究の推進方策 
 本年度は当該研究の最終年度に当たるた
め、これまでの３年間の成果を取りまとめる
ことに重点を置くとともに、一昨年度および
昨年度に実施したジョムナ川のシラジゴン
ジ・ハードポイントにおける流況、河床形状
を本年度も計測することにより、より信頼性
の高い河道変動の特性を究明する。さらに、
昨年度の同地点における計測結果により、こ
の１年間で砂州の移動に伴う河岸形状およ
び河道形状が大きく変動したことが判明し
ており、この変動について数値解析により再
現を試みて、将来の河道・変動や河岸浸食に
対する対策のあり方について取りまとめる。 
 バンダル型水制による河道の安定に関し
ては、昨年度に引き続き水理模型実験をする
とともに、浮遊砂を考慮した解析モデルを用
いて水理実験結果を再現し得る数値シミュ
レーション手法の改良を行う。さらに、現地
河道にこのモデルを適用し、バンダル水制の
配置による河道安定化の効果の評価を行っ
て、現地適応型河道安定化対策について取り
まとめる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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